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□□　□□くん
（西　野）

□□　□□くん
（新里町）

□□　□□ちゃん
（下高崎）

□□　□□ちゃん
（新里町）

□□　□□くん
（新畑町）

▶３月３日健診
『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、３歳は
心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家族み

んなで協力しあい、正しい歯の健康維持について基本
を身につけましょう。

23 広報「ごじょうめ」1053号　令和4年4月1日

お申し込み・お問い合わせ　町観光物産協会事務局
（町商工振興課内　☎852・5222）

　雀館公園を出発
し、野鳥の森で自然
探検をします。町緑
化推進委員会から苗
木のプレゼントがあ
ります。

▼期　　日　４月23日㈯

▼時　　間　午前10時　スタート（午前９時30分　受付）

▼申し込み　先着30人、４月13日㈬まで
※ 新型コロナウイルスの影響により中止となる場合も
あります。

地域おこし協力隊を退任します
令和２年６月から「地域おこし協力隊」としてこの
五城目町で活動をしていましたが、令和３年度をもっ
て退任いたします。・・・といっても、この町にはまだ
住み続けますし、活動をプツンと途切らせるつもりも
ありません！一旦の区切りとはなりますが、私個人の
気持ちとしては何も変わりませんので、これからもど
うぞよろしくお願いいたします！
地域おこし協力隊として活動させていただいた約２
年のあいだに、色々な方と知り合い、仲良くさせてい
ただきありがとうございました。ご近所の方々からは
いつも声をかけていただきました。馬場目地区は13の
集落を役場に近い方から順番に言えるし、連絡係の方
の家は地図なしでまわれます（笑）。ツリーハウスのあ
る森山地区の方々は公民館を通じていつもたくさんの
人が集まってくれて建設に携わっていただきました（ツ
リーハウスはサグラダファミリア故、これからも続い
ていくわけですが）。そのほかにもまだまだ知らない五
城目町はたくさんありますが、これからも住み続ける
中でゆっくりと知っていきたいです。コミュニティ生
活圏形成事業で続けてきた「c

カフェ

afé　c
ちょっと

hotto　ちゃっ
こ」や関係人口オンラインミーティングで知り合った
方々との関係も、これからも続けていけたらと思って
います。
約２年住んでみて、面倒なこともありつつ、やっぱ
りこっちの生活が好きだなと思います。五城目には、
以前に住んでいた東京とは違う季節の流れ方がありま
す。やっぱり季節の変わり目はわくわくします。わざ
わざ花見とか、スキーに行くとか、足を運ばなくても、
その時期になればふと目にした景色、あふれる自然の
なかにその変化が現れるのが好きです。もっとよく近
づいてみれば、例えば春なら、池の卵が孵

ふ

化していたり、

花のつぼみが膨らんでいたり、新芽が土のなかから覗
のぞ

いていたり…達人と共に歩くともっと楽しい発見がで
きます。どんなに説明してもらってもメモをしても相
変わらず植物の名前を覚えられないでいますが…（笑）。
これからのこの地での目標は、もうちょっと、季節
とともに訪れる「面倒なこと」をモノにしていくこと
でしょうか。雑草が生い茂る前にどうにかするとか、
寄せた雪が固まりきる前にどうにかするとか、薪が切
れる前にどうにかするとか…（笑）。長くこの地に住ん
でいる皆さんからしたら当たり前のことを、ずぼらな
性格も相まって、お恥ずかしい結果になることもしば
しば。その度「しょうがないなぁ」と助けてくれる人
たちに、というか、むしろ先手打って助けてくれる人
たちに愛想つかされちゃう前に、ちょっとは成長しな
いと。それをクリアしないと、そればっかりに時間が
とられちゃって、その先にきっとあるもっと楽しいこ
とに出会えないですもんね。今年は、「娘のために！」
というスーパー原動力をゲットしましたので、がんば
れる気がします！たぶん。（笑）
町のみなさまはもちろん、いつも優しく接してくれる
まちづくり課をはじめとした役場のみなさま、プロジェ
クトでかかわったみなさま、そして母娘のように仲良
くしてくれる集落支援員の信子さん、ありがとうござ
いました。これから
もどうぞよろしくお
願いします。
冒頭に書きました
通り、この町にはま
だまだ居続けますの
で、町で見かけた際
には家族ともども、
お声掛けいただけた
ら嬉しいです！

今年は花粉はいつやってきますか？

これからは「小原家」としてよろしくお
願いします！

３月14日、秋田市で「令和３年度秋田県優良自
主防災組織表彰」が行われ、矢場崎町内会の自主
防災組織が、「県優良自主防災組織」として表彰を
受けられました。
本組織は、世帯カードの作成や定期的な防災訓

練の実施、西磯ノ目町内会と洪水避難時の避難者
受け入れの申
し合わせや合
同訓練を行う
など、他の模
範となる活動
の実施が評価
され、この度
の受賞となり
ました。

栗山正一会長（中左）と大友隆一副会長（中
右）が受賞報告で町役場を訪れました。


